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安国-先生は, 2011平成23)年3月31日をもって,亜細亜大学経営学部を定年退職さ
れ,同年4月1 Elに,亜細亜大学名誉教授になられましたO　ここに謹んで安国先生へ贈る言葉を
述べさせて戴く次第ですO
安国先生は小生の会計学における大先輩でもありますo小生が亜細亜大学経営学部に専任助手
として奉職致しました1981 C昭和56)年には,すでに教授でいらっしゃいましたo当時,経営
学部の教務主任をなさっており,ご多忙な日々を過ごしておられましたが,新任の小生に対して
ち,大学での教育研究から雑用に至るまで多岐にわたり,親身にご指導してくださいました。誠
に有難うございました。
小生が奉職致しましたその夏,安拭先生のゼミナールの夏合宿に同行させて乾きました。確か
軽井沢だったかと存じますo安国ゼミの方々と一緒に管理会計の勉強をしたり,合間にテニスや
散策をしたり致しましたO大学でのゼミ合宿のあり方を直に教わった次第です。その時のゼミ生
の何人からは今でも年賀状を戴くのですが.このことからも先生のゼミ生に対する親身なるご指
導のほどが窺われますo
1989 (平成元)年から,現在も続いております「亜細亜大学経営学部トップ・マネジメント特
別講義」が始まりましたが,そのスタート時,安国先生は経営学部長でいらっしゃり,その開講
準備に多大なご尽力を賜りました。今でこそ外部から著名な方々にお越し戴き,ご講演やご講義
をお顧いすることは珍しくはなくなりましたが,亜細亜大学経営学部におきましてはその原型を
この「トップ.マネジメント特別講義」に見ることができます。第1年目の20名の企業のトッ
プの皆様につきましては大学挙げての協力のもとに招樽して敢きましたが,安国先生は常に先頭
に立ち指揮を執ってくださいましたD　この授業は3年生の必修授業です　300番教室に, 500名
余りの経営学部の全3年生が集まりますOその初日,安園先生から「これから亜細亜大学経営学
部トップ…マネジメント特別講義を始めます」と記念すべき第一声が発せられた時の感動を今で
も忘れることができません。お陰様で.本講義はその後,綾営学部の多くの先生方に支えられ
て,さまざまな工夫のもとに形を変え,平成の年号とともに,現在も続いておりますが,その礎
を安囲先生に築いて赦いたと申し上げても過言ではありません。
この「亜細亜大学経営学部トップ・マネジメント特別講義」からは,新たな芽も生まれまし
た0第1年E].第3番目のご講義をお願いしたのがロイヤル株式会社の江頭匡-会長だったので
-vm-
安国　-先生へ柑るrl.莱
すが,江頭会長も安国先生のご尽力にてご登壇戴いた方です。その江頭会長と安囲先生との協力
関係が,その後のホスピタリティ特別コース,ホスピタリティ専攻,そしてホスピタリティ…マ
ネジメント学科へと続く経営学部のホスピタリティ分野の発展の萌芽となりました。今でも例え
ばフードサービス協会などに伺いますと, 「安国先生はお元気でいらっしゃいますか」と常に訊
かれるほどです。
安国先生には,勉強と研究面におきましても計り知れないお世話になりました。会計学の教員
になりますと,まず,簿記をしっかり学生に教えなければなりませんOその経験を積んだところ
で,分かりやすい教科書を作ることになりますc 1990　平成2)年に出版された安国先生の編著
=書になりますF複式簿記入門』 (創成社刊)の執筆陣に加えて戴いたことで,この念願を果たす
ことができましたO　タイトルに「複式簿記」が入っていること,本の大きさがB5判の大判であ
ることに大きな特徴がありますO本書は,他大学にても放校揮用され,版を重ね現在に至ってお
ります。さらに本(平成23)年6月には,本斉は亜細亜大学名誉教授安岡　-先生の名前のもと
に,大幅に内容も改訂され装いも新たにrテキスト複式簿記入門』として出版されましたO安国
先生は当初から本書を二色刷りしたいという希望をお持ちでいらっしゃいましたが,今回の大幅
な改訂により二色刷りとなり,先生の念願が叶えられることになりました。この簿記の名著の執
筆陣の一員として小生の名を加えて戴いておりますことに心から御礼を申し上げずにはいられま
せん。本当に有難うございました。
さらに私事ですが,世紀が代わり21世紀に入る噴,小生の「中国企業会計に関する研究」が
ある程度形になり始めましたので,大学の先輩でもある安国先生に,小生の博士号取得につい
て,色々とご相談させて敷くことが多くなりましたo安国先生はその頃は大学では理事などを務
められご多忙でいらっしゃったのですが.いつも快く,小生の論文をご検討くだきり,さらに有
益なご助言までくださいました。章立てから始まり,内容の詳細なチェックまで,ご自分の研究
時間を犠牲にしてまでも.ご指導賜りましたことに,心から御礼申し上げますO　お陰株で, 2005
(平成17)年2月, 『中国企業会計の研究』により博士(商学)早稲田大学の称号を賜ることが
できましたO　これも偏に安閲先生の御指導があったればこその結果です。感謝しても仕切れるも
のではありませんO誠に有柾うございました。
先生のご定年が近づいた2009 (平成21)年の夏,安国先生のご専門である管理会計分野の学
会である「日本管理会計学会」の全図大会を,安国先生の大会準備委員会委員長のもと,開催す
ることができましたO約700名を要する学会の全回大会ともなりますと.その準備だけでも多大
な時間と用意周到さが要求されますo小生を準備委員会の副委員長に任命してくださいましたこ
とにより,小生は安岡大会準備委員長によります大会運営の妙を大いに身につけることができま
した。大会の統・テーマは「インタンジブルズと管理会計」でしたが,まさに現代の研究課題に
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マッチした素晴らしい大会となりましたD 3日間にわたる大会のメインは,統一論題のインタン
ジブルズとレピュテーションに関する討議でしたO　さらに懇親会は,完成したばかりの新2号館
の多目的室を会場に開催されました.安国先生は大会準備委員長として亜細亜大学にて学会のこ
の名誉ある全国大会の開催が挙行できたことへの御礼の挨拶をされましたが,この全Bl大会の成
功はEl頃より培ってこられた安国先生と学会関係者とのご交流があったればこそ実現したもので
ありました。以上のように安国先生の学会における実力が大いに証明された学会でもありまし
たO本当にお疲れ様でございましたo我々も大変よい経験をさせて乾きましたO誠に有難うござ
いましたo
最後に,ご定年をお迎えになる2010 (平成22)年度の先生の研究室の様子をご紹介させて戴
きますo安閑先生のご定年が近づきましても,小生はいつものように安囲先生の研究室を訪れて
おりました。先生は研究室を常にきちんと整理整頓され,鉢の植木にもしっかり水をやっておら
れました。そして,女子学生も数人来ていて,先生もその中で楽しく談笑しておられました。こ
うした研究室の風景は,小生が新任で安国研究室を訪れたとき以来,変わらない風景ですo　とに
かく女子学生に人気があることに驚かされます。根気よく,簿記や管理会計を教えたり,女子学
生の歓談の中に入り,楽しそうにお話されたりで,先生の学生に対するお人柄が,本当によく出
ていて,未だに学ぶところが絶えません。安国先生のような先生がいらっしゃるからこそ,亜細
亜大学における学生の大学満足度が高いのだと存じますO学生の満足度に本当に貢献されておら
れたということに,心から感謝する次第ですO
定年退職によるご退職とはいえ,多大なご業績を残された先生が去られたことは経営学部そし
て亜細亜大学にとりまして計り知れない損失であり,大変残念なことです。残された私達は安国
先生から教育と研究と大学行政に関する情熱と実行力をしっかり脳裏に刻み込んでおかなければ
なりません.安国先生が去られてしまったというこの場に及んで,安回先生のこれまでのご業績
を今後の私達の心の拠り所とし,私達一一人ひとりが教育と研究と行政を通して経営学部さらには
亜細亜大学の発展に尽力しなければならない,という決意を改めて致しました。
安国先生は,ゴルフと家庭菜園も大好きでいらっしゃいますO　このような素晴らしい先生と亜
細亜大学ならびに亜細亜大学経営学部という職場を共にすることができたという誇りを胸に,さ
らに前進することをお誓い申し上げ,贈る言葉とさせて戴きたく存じますO
安飼-先生,長い間本当に有難うございましたO　これからの先生の益々のご活躍とご健勝を
心から祈念致しております。
(平成23年6月書目)
